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連
載
・
バ
イ
オ
マ
ス

◆第14回再生可能エネルギー世界展
示会／ RENEWABLE ENERGY 2019
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日
（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈川
県横浜市西区みなとみらい1-1-1）▷
参加費：無料（登録入場制）▷主催：
再生可能エネルギー協議会/問合せ
先：03-5297-8855（シ－・エヌ・ティ）

◆PV2019 太陽光発電展示会＆フ
ォーラム
▷会期：2019年7月10日（水）～ 12日

（金）▷会場：パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市西区みなとみらい1-1-1）
▷参加費：無料（登録入場制）▷主
催：フジサンケイビジネスアイ／シ
ー・ エ ヌ・ テ ィ /問 合 せ 先：03-
5297-8855（シ－・エヌ・ティ）

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン ス
TOKYO（第43回 プラントメンテ
ナンスショー／第1回 再資源化・
産業廃棄物処理展ほか）
▷会期：2019年7月24日（水）～ 26日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場登録料（予定）：3,000円
（招待状持参者、事前登録者、官庁・地

方公共団体、学生は登録無料）▷主催：
一般社団法人日本能率協会/問合せ先：
来場者ヘルプデスク03-6809-2707（ケ
イ・スリー・クリエーション）

◆下水道展'19横浜
会期：8月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初
日開館10：30 ／最終日閉館16：
00）▷会場：パシフィコ横浜 展
示ホールA ～ D ／アネックスホ
ール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1-1-1）▷主催：公益社団
法人日本下水道協会/問合せ先：
下水道展事務局03-6808-9380

◆エネルギーイノベーションジャパン
／ Smart Energy Japan WEST 2019
会期：8月27日（火）～ 28日（水）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：マイ
ドームおおさか（大阪市中央区本町橋
2番5号）▷参加費：3,000円（税込、招
待状持参者、Webでの事前来場登録者
は無料）▷主催：一般財団法人省エネ
ルギーセンター／ JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：JTBコミュ
ニケーションデザイン03-5657-0762

●講演「拡大するRE100とSDGsで
描く地域の未来」～サスティナ
ブルな埼玉の実現へ

会期：7月12日（金）▷開催時間：
15：00 ～ 16：45▷会場：全日埼
玉会館6F（埼玉県さいたま市浦和
区高砂3-10-4）▷登壇者：日本再
生可能エネルギー総合研究所代表 
北村和也氏▷参加費：無料（事前
申込制）▷主催：埼玉県住まいづ
くり協議会サスティナブル研究委
員会/問合せ先：埼玉県住まいづ
くり協議会事務局048-830-0033

●2019年度NEDO次世代電池・水
素成果報告会
▷会期：2019年7月18日（木）・19
日（金）▷会場：東京ビッグサイ
ト 会議棟1階 レセプションホー
ルA・B（口頭発表）／ 101会議室・
102会議室（ポスター発表）▷参加
費：無料（事前登録制）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）/問
合せ先：044-520-5261

●分散型エネルギー関係団体共同イベ
ント『地域型バイオマスフォーラ
ム』－バイオマス分散型エネルギー
創出による地域サービスを考える－
会 期：7月19日（金 ）▷ 開 催 時 間：
13：00 ～ 17：00（開場11：30 ～）▷
会場：国立オリンピック記念青少年
総合センター セミナーホール（東京

都渋谷区代々木神園町3-1 センター
棟 4階）▷参加費：一般 2,500円／
共催団体の会員・学生 1,500円▷主
催：（一社）日本有機資源協会／バイ
オガス事業推進協議会／（一社）日本
木質バイオマスエネルギー協会／

（一社）日本サステイナブルコミュニ
ティ協会／（一社）日本シュタットベ
ルケネットワーク／ NPOバイオマス
産業社会ネットワーク／ NPO農都会
議/問合せ先・参加申込先：https:/
/719forum.peatix.com

●再生可能エネルギー 木質バイオマ
スエネルギー利用について　まつだ
森のエネルギー革命シンポジウム
会 期：7月21日（日 ）▷ 開 催 時 間：
13：00 ～ 16：40（開場12：30 ～）▷
会場：松田町役場 1階 1A・B会議室

（神奈川県足柄上郡松田町松田惣領
2037番地）▷参加費：無料（事前申込
不要）▷主催：一般社団法人エネル
ギーから経済を考える経営者ネット
ワーク/問合せ先：松田町 環境上下
水道課環境係0465-83-1227

●福島県再生可能エネルギー関連
産業推進研究会バイオマス分科
会長令和元年度第1回バイオマ
ス分科会
会期：7月23日（火）▷開催時間：

13：30 ～ 16：00（昼食交流会12：
30 ～ 13：30）▷会場：スパホテル
あぶくま（福島県西白河郡西郷村大
字真船川谷1）▷参加資格者：研究
会会員（非会員で参加を希望する場
合は同時に研究会への入会が必要）
▷参加費：無料（昼食交流会参加者
は1,500円・弁当代含む）▷主催：
（公財）福島県産業振興センター エ
ネルギー・エージェンシーふくし
ま/問合せ先：024-963-0121

●セミナー「太陽光発電事業評価
ガイドとは何か」～認定取消で
顕在化した事業リスク評価の必
要性～
会期：7月30日（火）▷開催時間：
14：00 ～ 17：00（受付開始13：
30）▷会場：大阪合同庁舎一号館
第一別館 304共用会議室（大阪府
大阪市中央区大手前1-5-44）▷参
加費：無料（事前申込制）▷主催：
一般社団法人太陽光発電協会／
一般財団法人再生可能エネルギ
ー保全技術協会▷共催：経済産
業省 近畿経済産業局/問合せ先：
Sem1@m-ref.or.jp

新エネルギー関連
イベントカレンダー（6月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
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佐
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▼
日
本
の
老
舗

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
会
」

と
い
う
地
域
社
会
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
構
築
、
制
度

設
計
の
た
め
研
究
、
意
見
交

換
す
る
団
体
が
あ
る
。
ロ
ー

カ
ル
の
中
に
グ
ロ
ー
バ
ル
の

視
点
を
取
り
入
れ
、
池
の
蛙

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
多
面

的
・
現
代
的
に
、
広
範
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
も

そ
の
会
員
あ
る
が
、
未
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
、
切
り
口
と

し
て
提
案
し
て
い
る
。

地
方
に
は
、
代
々
つ
な
が

っ
て
い
る
老
舗
が
多
い
。
老

舗
と
は
、
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
店
舗
や
会
社
、

ま
た
組
織
（
以
上
を
、
企
業

と
呼
ぶ
）
を
指
す
よ
う
だ

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

れ
ば
、
そ
の
数
は
全
国
で
、

１
０
０
０
以
上
も
あ
り
、
創

業
１
０
０
０
年
以
上
の
企
業

は
、
８
社
あ
る
と
い
う
。
ギ

ネ
ス
認
定
の
最
古
参
の
企
業

も
日
本
に
あ
る
と
い
う
。

２
０
１
４
年
２
月
に
『
百

年
企
業
１
０
０
選
―
未
来
に

残
し
た
い
老
舗
企
業
』
と
い

う
本
が
出
版
さ
れ
た
（
東
方

通
信
社
、
発
行
）
。
こ
の
本

は
、
表
題
の
よ
う
に
、
全
国

47
都
道
府
県
の
１
０
０
社
に

つ
い
て
、
そ
の
歩
み
や
特
徴

を
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め

て
い
る
。
筆
者
は
、
創
業
２

３
０
年
に
な
る
岐
阜
県
恵
那

▼
時
代
変
化
へ
の

対
策
・
対
処
・
対
応

地
方
文
化
の
継
承
に
お
い

て
は
、
川
端
康
成
の
『
古

都
』
を
思
い
出
す
。
京
都
の

老
舗
呉
服
屋
と
北
山
杉
の
地

が
、
こ
の
小
説
の
舞
台
で
あ

る
。
北
山
丸
太
は
、
磨
き
丸

太
と
絞
り
丸
太
が
あ
り
、
銘

木
で
あ
る
。
木
造
建
築
・
住

宅
の
減
少
に
よ
り
、
北
山
丸

太
は
低
迷
し
て
い
る
。
呉
服

屋
も
同
様
で
あ
る
が
、
デ
ザ

イ
ン
や
新
し
い
用
途
開
発
に

挑
ん
で
い
る
。

『
古
都
』
で
は
、
も
一
つ

の
逸
話
を
思
い
出
す
。
川
端

康
成
自
筆
の
日
本
酒
の
銘
柄

『
古
都
』
で
あ
る
。
そ
の
蔵

元
の
佐
々
木
酒
造
は
、
創
業

１
２
６
年
の
老
舗
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
、「
鉄
の
道
」
で

２
、
３
度
訪
問
し
て
い
る
。

老
舗
は
、
江
戸
の
改
革
、

明
治
維
新
、
太
平
洋
戦
争
、

大
震
災
な
ど
を
経
験
し
、
主

線
と
副
線
（
経
糸
と
緯
糸
）

を
織
り
交
ぜ
て
、
事
業
継
続

し
て
き
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｇ

Ｄ
ｓ
、
そ
し
て
ソ
サ
エ
テ
ィ

５
・
０
の
波
動
の
時
代
に
お

い
て
も
、
本
業
の
主
線
の
ほ

か
、
副
線
の
関
わ
り
を
織
り

込
み
、
生
き
残
り
と
発
展
を

デ
ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ロ
ー
カ
ル
の
資
源
を

活
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
が
必
須
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
（
図
３
）。

市
の
酒
蔵
、
岩
村
醸
造
を
取

り
上
げ
、
執
筆
し
た
。

岩
村
醸
造
は
、「
女
城

主
」
の
銘
柄
を
持
つ
が
、
岩

村
城
主
が
、
織
田
信
長
の
叔

母
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
ま
た
岩
村
藩
家
老
の
家

系
出
身
の
儒
学
者
・
佐
藤
一

斉
と
の
縁
で
、
岩
村
の
家
々

の
玄
関
先
に
は
、
一
斉
の
言

葉
を
書
い
た
木
片
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
老
舗
と
し
て
長

く
継
続
す
る
こ
と
に
、
地
縁

や
気
風
が
後
押
し
し
て
い
る

と
い
え
る
。

▼
地
方
の
旧
家
・
酒
蔵
探
訪

老
舗
に
は
、
旅
館
、
呉
服

屋
、
菓
子
舗
な
ど
と
と
も
に

酒
蔵
（
蔵
元
）
が
多
い
。
こ

れ
ら
は
伝
統
産
業
で
あ
り
、

地
方
の
特
色
が
生
き
て
い

る
。
筆
者
は
、「
ふ
る
さ
と

快
活
」
と
い
う
言
葉
で
地
域

活
性
化
の
切
り
口
と
し
て
い

の
訪
問
で
、
店
主
の
井
出
與

五
右
衛
門
氏
と
も
面
会
し
、

蔵
元
の
ほ
か
自
邸
を
見
学
し

た
。
同
氏
は
21
代
目
で
あ
る

と
い
う
。
富
士
山
麓
の
伏
流

水
を
仕
込
み
水
と
し
て
「
甲

斐
の
開
運
」
を
主
銘
柄
と
し

て
、
酒
造
り
を
し
て
い
る
。

井
出
醸
造
店
は
、
法
人
経
営

で
は
な
く
、
個
人
企
業
で
あ

る
と
い
う
。

自
邸
は
、
築
後
３
０
０
年

で
、
座
敷
の
襖
や
屏
風
を
み

る
と
、
歴
史
と
風
格
を
感
じ

る
（
図
１
）。
庭
に
は
、
樹

齢
３
５
０
年
以
上
の
松
や
槇

の
木
が
あ
り
、
同
家
の
繁
栄

を
見
つ
め
て
き
た
。
座
敷
に

は
、
北
白
川
宮
殿
下
や
大
久

保
加
賀
守
ほ
か
の
宿
泊
に
も

利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
罪
人

の
裁
定
の
間
に
も
な
っ
た
そ

う
で
、
罪
人
の
座
っ
た
石
盤

も
庭
に
残
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
地
方
の
蔵
元

は
、
地
域
の
歴
史
の
発
信
地

る
。
そ
の
例
に
、
地
方
鉄

道
（
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
）
と

そ
の
沿
線
の
蔵
元
の
連
携

で
行
う
「
鐵
の
道
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

そ
れ
は
、「
鐵
の
道
」

と
い
う
銘
柄
の
日
本
酒

を
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
沿
線

の
蔵
元
に
、「
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
応
援
酒
」
と
し
て
発

売
す
る
も
の
で
あ
る
。「
鐵

の
道
」
に
つ
い
て
は
、
本

紙
第
83
号
（
２
０
１
７
年

７
月
24
日
発
行
）
に
、「
地

で
も
あ
り
受
信
地
で
も
あ

る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で

の
長
い
歴
史
に
お
い
て
、

社
会
の
変
化
や
変
革
に
対

応
し
て
継
続
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

▼
井
出
醸
造
店
の
訪
問

同
月
に
、
続
い
て
大
阪

府
交
野
市
の
山
野
酒
造
株

式
会
社
を
訪
ね
た
。
社
長

は
山
野
久
幸
氏
で
創
業
家

の
５
代
目
で
あ
る
。
酒
造

量
は
、
年
間
５
０
０
石
（
90

㌔
㍑
）
の
手
作
り
少
量
生
産

で
あ
る
。「
片
野
桜
」
や

「
織
姫
の
里
」
が
銘
柄
で
あ

る
が
、
酒
質
を
変
え
た
純
米

酒
や
吟
醸
酒
が
数
多
く
醸
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
生

駒
山
系
伏
流
水
が
豊
富
で
、

交
野
市
水
道
の
７
割
は
井
地

水
で
あ
る
と
い
う
。
酒
造
に

は
適
地
で
あ
る
。

山
野
家
の
自
邸
や
庭
も
歴

史
に
満
ち
て
い
る
（
図
２
）。

域
資
源
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と

地
酒
で
、
地
域
活
性
化
」
―

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒
「
鐵

の
道
」
―
と
し
て
紹
介
し
た
。

「
鐵
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
全
国
の
蔵
元
40
社

以
上
を
訪
ね
、
共
通
銘
柄

「
鐵
の
道
」
の
発
売
を
依
頼

し
て
回
っ
た
。
同
時
に
、
ロ

ー
カ
ル
鉄
道
会
社
も
訪
問
し

た
。
現
在
、
11
の
「
鐵
の

道
」
が
リ
リ
ー
ス
で
き
た

が
、
地
方
蔵
元
に
は
、
旧

家
、
名
望
家
が
多
い
。
電
話

番
号
が
０
０
０
６
番
な
ど

は
、
そ
の
証
拠
で
も
あ
る
。

創
業
、
３
２
０
年
の
蔵
元
も

あ
る
。
な
お
、
最
古
参
の
酒

造
は
８
７
８
年
の
茨
城
県
の

須
藤
本
家
で
あ
る
。

▼
井
出
醸
造
店
の
訪
問

こ
の
６
月
末
、
山
梨
県
富

士
河
口
湖
町
の
井
出
醸
造
店

を
訪
ね
た
。
今
回
が
３
度
目

図1：井出家の座敷

図2：山野家の私邸

図3：富士山をデザインしたインバウンド向け酒瓶

地
方
の
旧
家
で
、
叔
父
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